
(57)【要約】

結腸の中に結腸内視鏡を進ませるためのアセンブリは、

結腸内視鏡（２）、チューブ（４）、及びチューブ（４

）を操縦するための手段を備える。この操縦手段は、一

連のワイヤ（２０）からなり、該ワイヤはチューブ（４

）に沿って、ワイヤ（２０）が取り付けられたチューブ

先端部（５）まで延長している。１つまたは複数のワイ

ヤ（２０）をチューブ（４）の基端部から引っ張ること

によって、チューブ先端部（４）はオペレータが望む通

りに操縦することができる。結腸内視鏡（２）のこわさ

は、使用時に増減することができる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 管 腔 の 中 に 結 腸 内 視 鏡 を 進 ま せ る た め の ア セ ン ブ リ で あ っ て 、
　 結 腸 内 視 鏡 と 、
　 前 記 結 腸 内 視 鏡 の 上 に 通 す た め に そ の 中 を 延 長 す る 結 腸 内 視 鏡 管 腔 を 有 す る チ ュ ー ブ と
、
　 前 記 チ ュ ー ブ を 操 縦 す る た め の 手 段 と を 備 え る ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 チ ュ ー ブ が 前 記 操 縦 手 段 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 操 縦 手 段 を 有 す る プ ロ ー ブ を 有 し 、 該 プ ロ ー ブ が 前 記 チ ュ ー ブ を 操 縦 す る よ う に 該
チ ュ ー ブ と 係 合 可 能 で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 結 腸 内 視 鏡 及 び ／ 又 は 前 記 チ ュ ー ブ の こ わ さ を 、 前 記 結 腸 内 視 鏡 が 前 記 チ ュ ー ブ に
関 し て 堅 い 第 １ モ ー ド と 、 前 記 結 腸 内 視 鏡 が 前 記 チ ュ ー ブ に 関 し て 柔 軟 な 第 ２ モ ー ド と の
間 で 変 更 す る た め の 手 段 を 有 す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か に 記 載 の ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 結 腸 内 視 鏡 が 、 該 結 腸 内 視 鏡 の こ わ さ を 変 え る た め の 手 段 を 有 す る 請 求 項 ４ に 記 載
の ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 チ ュ ー ブ が 一 定 の こ わ さ を 有 す る 請 求 項 ５ に 記 載 の ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 チ ュ ー ブ が 柔 軟 で あ る 請 求 項 ６ に 記 載 の ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 チ ュ ー ブ が 該 チ ュ ー ブ の こ わ さ を 変 え る た め の 手 段 を 有 す る 請 求 項 ４ に 記 載 の ア セ
ン ブ リ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 結 腸 内 視 鏡 が 、 該 結 腸 内 視 鏡 の 遠 位 側 で 管 腔 を 観 視 す る た め の 手 段 を 有 す る 請 求 項
１ 乃 至 ８ の い ず れ か に 記 載 の ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 添 付 図 面 に 関 連 し て 実 質 的 に 本 明 細 書 中 に 記 載 さ れ る ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 管 腔 の 中 に 進 ま せ る た め の プ ロ ー ブ で あ っ て 、
　 前 記 プ ロ ー ブ を 操 縦 す る た め の 手 段 と 、
　 前 記 プ ロ ー ブ の こ わ さ を 、 該 プ ロ ー ブ が 相 対 的 に 堅 い 第 １ モ ー ド と 、 前 記 プ ロ ー ブ が 相
対 的 に 軟 ら か い 第 ２ モ ー ド と の 間 で 変 更 す る た め の 手 段 と を 備 え る プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 プ ロ ー ブ の 上 に 通 す た め に そ の 中 を 延 長 す る プ ロ ー ブ 管 腔 を 有 す る チ ュ ー ブ で あ っ て 、
　 前 記 チ ュ ー ブ を 操 縦 す る た め の 手 段 と 、
　 前 記 チ ュ ー ブ の こ わ さ を 、 該 チ ュ ー ブ が 比 較 的 軟 ら か い 第 １ モ ー ド と 、 前 記 チ ュ ー ブ が
比 較 的 堅 い 第 ２ モ ー ド と の 間 で 変 更 す る た め の 手 段 と を 備 え る チ ュ ー ブ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 結 腸 の 中 に 結 腸 内 視 鏡 を 進 ま せ る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 ａ ） 結 腸 内 視 鏡 を 提 供 す る 過 程 と 、
　 ｂ ） チ ュ ー ブ を 提 供 す る 過 程 と 、
　 ｃ ） 前 記 結 腸 内 視 鏡 を 結 腸 の 中 に 挿 入 す る 過 程 と 、
　 ｄ ） 前 記 結 腸 内 視 鏡 を 、 前 記 結 腸 内 の 屈 曲 部 に 遭 遇 す る ま で 進 ま せ る 過 程 と 、
　 ｅ ） 前 記 チ ュ ー ブ を 前 記 結 腸 内 視 鏡 の 上 に 進 ま せ る 過 程 と 、
　 ｆ ） 前 記 結 腸 内 の 前 記 屈 曲 部 付 近 で 前 記 チ ュ ー ブ を 操 縦 す る 過 程 と 、
　 ｇ ） 前 記 結 腸 内 視 鏡 を 前 記 チ ュ ー ブ か ら 前 記 屈 曲 部 を 超 え て 進 ま せ る 過 程 か ら な る 方 法
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。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 過 程 ｄ ） 乃 至 ｇ ） を 少 な く と も 一 度 繰 り 返 し て 、 前 記 結 腸 内 視 鏡 を 前 記 結 腸 の 中 に
漸 進 的 に 進 ま せ る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 チ ュ ー ブ を 前 記 結 腸 内 視 鏡 の 上 に 、 前 記 チ ュ ー ブ 先 端 部 が 実 質 的 に 前 記 結 腸 内 視 鏡
先 端 部 と 整 合 す る ま で 進 ま せ る 請 求 項 １ ３ ま た は １ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 チ ュ ー ブ を 操 作 す る こ と に よ っ て 前 記 チ ュ ー ブ を 前 記 屈 曲 部 付 近 で 操 縦 す る 請 求 項
１ ３ 乃 至 １ ５ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 結 腸 内 視 鏡 を 操 作 す る こ と に よ っ て 前 記 チ ュ ー ブ を 前 記 屈 曲 部 付 近 で 操 縦 す る 請 求
項 １ ３ 乃 至 １ ５ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 チ ュ ー ブ を 前 記 結 腸 内 視 鏡 の 上 に 進 ま せ る 前 に 、 前 記 結 腸 内 視 鏡 が 前 記 チ ュ ー ブ に
関 し て 堅 い よ う に 前 記 結 腸 内 視 鏡 及 び ／ ま た は 前 記 チ ュ ー ブ の こ わ さ を 現 場 で 変 更 す る 過
程 を 有 す る 請 求 項 １ ３ 乃 至 １ ７ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 結 腸 内 視 鏡 を 前 記 チ ュ ー ブ か ら 進 ま せ る 前 に 、 前 記 結 腸 内 視 鏡 が 前 記 チ ュ ー ブ に 関
し て 柔 軟 で あ る よ う に 前 記 結 腸 内 視 鏡 及 び ／ ま た は 前 記 チ ュ ー ブ の こ わ さ を 現 場 で 変 更 す
る 過 程 を 有 す る 請 求 項 １ ３ 乃 至 １ ８ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 結 腸 内 視 鏡 が 前 記 チ ュ ー ブ に 関 し て 柔 軟 で あ る よ う に 前 記 こ わ さ を 変 更 し た 後 に 、
前 記 チ ュ ー ブ を 前 記 屈 曲 部 付 近 で 操 縦 す る 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 結 腸 内 視 鏡 の こ わ さ を 変 更 す る 請 求 項 １ ８ 乃 至 ２ ０ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 チ ュ ー ブ の こ わ さ を 変 更 す る 請 求 項 １ ８ 乃 至 ２ ０ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 添 付 図 面 に 関 連 し て 実 質 的 に 本 明 細 書 中 に 記 載 さ れ る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 管 腔 の 中 に プ ロ ー ブ を 進 ま せ る た め の ア セ ン ブ リ 及 び 方 法 に 関 す る 。 特 に 、
本 発 明 は 結 腸 の 中 に 結 腸 内 視 鏡 を 進 ま せ る た め の ア セ ン ブ リ 及 び 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 結 腸 内 視 鏡 検 査 の 方 法 で は 、 結 腸 内 視 鏡 を 曲 が り く ね っ た Ｓ 状 結 腸 の 中 に 、 結 腸
内 視 鏡 が 下 行 結 腸 に 到 達 す る ま で 進 ま せ る 。 こ こ で 結 腸 内 視 鏡 を 操 作 し て Ｓ 状 結 腸 に お け
る 多 重 性 を 少 な く す る 。 Ｓ 状 結 腸 が 真 直 ぐ に な っ て い る と き 、 結 腸 内 視 鏡 を 一 般 に 更 に 結
腸 の 中 に 進 ま せ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 種 の 方 法 は 一 般 に 実 施 が 困 難 で あ り 、 か つ ／ ま た は 結 腸 内 視 鏡 を 進
ま せ る 際 に 、 特 に 曲 が り く ね っ た Ｓ 状 結 腸 の 屈 曲 部 付 近 で 結 腸 内 視 鏡 を 進 ま せ る 際 に 結 腸
内 視 鏡 と 結 腸 の 壁 部 と の 間 の 衝 突 で 生 じ る 結 腸 の 伸 展 の た め に 患 者 に と っ て 苦 痛 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 こ の 問 題 を 解 消 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 結 腸 の 中 に 結 腸 内 視 鏡 を 進 ま せ る た め の 方 法 で あ っ て 、
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　 ａ ） 結 腸 内 視 鏡 を 提 供 す る 過 程 と 、
　 ｂ ） チ ュ ー ブ を 提 供 す る 過 程 と 、
　 ｃ ） 前 記 結 腸 内 視 鏡 を 結 腸 の 中 に 挿 入 す る 過 程 と 、
　 ｄ ） 前 記 結 腸 内 視 鏡 を 、 前 記 結 腸 内 の 屈 曲 部 に 遭 遇 す る ま で 進 ま せ る 過 程 と 、
　 ｅ ） 前 記 チ ュ ー ブ を 前 記 結 腸 内 視 鏡 の 上 に 進 ま せ る 過 程 と 、
　 ｆ ） 前 記 結 腸 内 の 前 記 屈 曲 部 付 近 で 前 記 チ ュ ー ブ を 操 縦 す る 過 程 と 、
　 ｇ ） 前 記 結 腸 内 視 鏡 を 前 記 チ ュ ー ブ か ら 前 記 屈 曲 部 を 超 え て 進 ま せ る 過 程 か ら な る 方 法
が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 チ ュ ー ブ は 結 腸 内 の 屈 曲 部 付 近 で 操 縦 で き る の で 、 本 発 明 の 方 法 及 び ア セ ン ブ リ に
よ れ ば 、 曲 が り く ね っ た 結 腸 の 場 合 で も 結 腸 内 視 鏡 と 結 腸 の 壁 部 と の 衝 突 を 最 小 に し ま た
は 回 避 し つ つ 、 結 腸 の 中 に 結 腸 内 視 鏡 を 進 ま せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の あ る 実 施 例 で は 、 前 記 過 程 ｄ ） 乃 至 ｇ ） を 少 な く と も 一 度 繰 り 返 し て 、 前 記 結
腸 内 視 鏡 を 前 記 結 腸 の 中 に 漸 進 的 に 進 ま せ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 別 の 実 施 例 で は 、 前 記 チ ュ ー ブ を 前 記 結 腸 内 視 鏡 の 上 に 、 前 記 チ ュ ー ブ 先 端 部 が 実 質 的
に 前 記 結 腸 内 視 鏡 先 端 部 と 整 合 す る ま で 進 ま せ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 チ ュ ー ブ は 、 該 チ ュ ー ブ を 操 作 す る こ と に よ っ て 前 記 屈 曲 部 付 近 で 操 縦 す る こ と が
で き る 。 別 の 実 施 例 で は 、 前 記 結 腸 内 視 鏡 を 操 作 す る こ と に よ っ て 前 記 チ ュ ー ブ を 前 記 屈
曲 部 付 近 で 操 縦 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 好 適 実 施 例 で は 、 前 記 チ ュ ー ブ を 前 記 結 腸 内 視 鏡 の 上 に 進 ま せ る 前 に 、 前 記 結
腸 内 視 鏡 が 前 記 チ ュ ー ブ に 関 し て 堅 い よ う に 前 記 結 腸 内 視 鏡 及 び ／ ま た は 前 記 チ ュ ー ブ の
こ わ さ を 現 場 で 変 更 す る 過 程 を 有 す る 。 結 腸 内 視 鏡 の 上 に 前 記 チ ュ ー ブ を 進 ま せ る 際 に 前
記 こ わ さ を 現 場 で 変 更 し て 結 腸 内 視 鏡 を 前 記 チ ュ ー ブ に 関 し て 堅 く す る こ と に よ っ て 、 前
記 結 腸 内 視 鏡 は 、 前 記 チ ュ ー ブ の 進 行 を 案 内 し か つ 該 チ ュ ー ブ と 結 腸 壁 と の 間 の 衝 突 を 最
小 に す る 堅 い ガ イ ド と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 方 法 は 、 前 記 結 腸 内 視 鏡 を 前 記 チ ュ ー ブ か ら 進 ま せ る 前 に 、 前 記 結 腸 内 視 鏡 が 前 記
チ ュ ー ブ に 関 し て 柔 軟 で あ る よ う に 前 記 結 腸 内 視 鏡 及 び ／ ま た は 前 記 チ ュ ー ブ の こ わ さ を
現 場 で 変 更 す る 過 程 を 有 す る 。 前 記 結 腸 内 視 鏡 を 前 記 チ ュ ー ブ か ら 進 ま せ る 際 に 現 場 で 前
記 こ わ さ を 変 更 し て 該 結 腸 内 視 鏡 を チ ュ ー ブ に 関 し て 柔 軟 に す る こ と に よ っ て 、 前 記 チ ュ
ー ブ は 、 前 記 結 腸 内 視 鏡 の 進 行 を 案 内 し か つ 該 結 腸 内 視 鏡 と 結 腸 壁 と の 間 の 衝 突 を 最 小 に
す る 堅 い ガ イ ド と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 チ ュ ー ブ は 、 前 記 結 腸 内 視 鏡 が 前 記 チ ュ ー ブ に 関 し て 柔 軟 で あ る よ う に 前 記 こ わ さ
を 変 更 し た 後 に 前 記 屈 曲 部 付 近 で 操 縦 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 結 腸 内 視 鏡 の こ わ さ は 変 更 す る こ と が で き る 。 別 の 実 施 例 で は 、 前 記 チ ュ ー ブ の こ
わ さ を 変 更 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ っ て 、 結 腸 内 視 鏡 と 結 腸 壁 と の 間 の 衝 突 が 最 小 に な り 、 そ れ に よ り 結 腸 の 伸
展 及 び そ の 結 果 と し て 結 腸 内 視 鏡 検 査 な ど の 際 に 患 者 が 受 け る 不 快 感 や 痛 み を 最 小 に し 、
か つ ま た 結 腸 内 視 術 の 実 行 を よ り 容 易 に す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 あ る 用 途 で は 、 本 発 明 に よ っ て 結 腸 内 視 鏡 施 術 者 は 、 Ｓ 状 結 腸 の 伸 展 を 生 じ る こ と な く
、 結 腸 内 視 鏡 を Ｓ 状 結 腸 の 中 に 進 ま せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 前 記 方 法 の 各 過 程 を 一 定 の 順 序 で 実 行 す る こ と は 必 須 で な い こ と が 理 解 さ れ る 。 例 え ば
、 結 腸 内 視 鏡 が チ ュ ー ブ に 関 し て 柔 軟 で あ る よ う に こ わ さ を 変 更 す る 前 及 び 後 に お い て 、
結 腸 内 の 屈 曲 部 付 近 で チ ュ ー ブ を 操 縦 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 別 の 側 面 で は 、 管 腔 の 中 に 結 腸 内 視 鏡 を 進 ま せ る た め の ア セ ン ブ リ で あ っ て 、
　 結 腸 内 視 鏡 と 、
　 前 記 結 腸 内 視 鏡 の 上 に 通 す た め に そ の 中 を 延 長 す る 結 腸 内 視 鏡 管 腔 を 有 す る チ ュ ー ブ と
、
　 前 記 チ ュ ー ブ を 操 縦 す る た め の 手 段 と を 備 え る ア セ ン ブ リ が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 チ ュ ー ブ が 前 記 操 縦 手 段 か ら な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 別 の 実 施 例 で は 、 前 記 結 腸 内 視 鏡 が 前 記 操 縦 手 段 か ら な り 、 該 結 腸 内 視 鏡 が 前 記 チ ュ ー
ブ と 係 合 し て 該 チ ュ ー ブ を 操 縦 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 ア セ ン ブ リ は 、 前 記 結 腸 内 視 鏡 及 び ／ 又 は 前 記 チ ュ ー ブ の こ わ さ を 、 前 記 結 腸 内 視
鏡 が 前 記 チ ュ ー ブ に 関 し て 堅 い 第 １ モ ー ド と 、 前 記 結 腸 内 視 鏡 が 前 記 チ ュ ー ブ に 関 し て 柔
軟 な 第 ２ モ ー ド と の 間 で 変 更 す る た め の 手 段 を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 結 腸 内 視 鏡 は 、 該 結 腸 内 視 鏡 の こ わ さ を 変 更 す る た め の 手 段 で 構 成 す る こ と が で き
る 。 好 ま し く は 、 前 記 チ ュ ー ブ が 一 定 の こ わ さ を 有 す る 。 前 記 チ ュ ー ブ は 柔 軟 に 形 成 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 別 の 実 施 例 で は 、 前 記 チ ュ ー ブ は 、 該 チ ュ ー ブ の こ わ さ を 変 更 す る た め の 手 段 で 構 成 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 結 腸 内 視 鏡 が 、 該 結 腸 内 視 鏡 の 遠 位 側 で 管 腔 を 観 視 す る 手 段 を 有
す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 観 視 手 段 は 更 に 、 前 記 ア セ ン ブ リ と 結 腸 壁 と の 接 触 を 回 避 す る こ と を 補 助 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 別 の 側 面 の 本 発 明 に よ れ ば 、 管 腔 の 中 に 進 ま せ る た め の プ ロ ー ブ で あ っ て 、
　 前 記 プ ロ ー ブ を 操 縦 す る た め の 手 段 と 、
　 前 記 プ ロ ー ブ の こ わ さ を 、 該 プ ロ ー ブ が 相 対 的 に 堅 い 第 １ モ ー ド と 、 前 記 プ ロ ー ブ が 相
対 的 に 軟 ら か い 第 ２ モ ー ド と の 間 で 変 更 す る た め の 手 段 と を 備 え る プ ロ ー ブ が 提 供 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 更 に 本 発 明 の 別 の 側 面 に よ れ ば 、 プ ロ ー ブ の 上 に 通 す た め に そ の 中 を 延 長 す る プ ロ ー ブ
管 腔 を 有 す る チ ュ ー ブ で あ っ て 、
　 前 記 チ ュ ー ブ を 操 縦 す る た め の 手 段 と 、
　 前 記 チ ュ ー ブ の こ わ さ を 、 該 チ ュ ー ブ が 比 較 的 軟 ら か い 第 １ モ ー ド と 、 前 記 チ ュ ー ブ が
比 較 的 堅 い 第 ２ モ ー ド と の 間 で 変 更 す る た め の 手 段 と を 備 え る チ ュ ー ブ が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 明 細 書 に お い て 、 屈 曲 部 の 用 語 は 、 管 腔 の あ ら ゆ る 幾 何 学 的 な 形 態 、 及 び ／ ま た は 管
腔 壁 に く っ つ い て い る か ど う か に か か わ ら ず 管 腔 内 に 存 在 し 、 プ ロ ー ブ 及 び ／ ま た は チ ュ
ー ブ の 管 腔 内 の 通 過 を 妨 げ る 作 用 を す る あ ら ゆ る 要 素 を 意 味 す る も の と 理 解 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 は 、 添 付 図 面 を 参 照 し つ つ 以 下 に 単 な る 実 施 例 と し て 記 載 さ れ る 本 発 明 の 実 施 態
様 の 詳 細 な 説 明 か ら よ り 明 確 に 理 解 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 添 付 図 面 に は 、 結 腸 内 視 鏡 プ ロ ー ブ を 結 腸 の 中 に 進 ま せ る た め の 、 本 発 明 に よ る ア セ ン
ブ リ が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 ア セ ン ブ リ は 、 遠 位 側 の 端 部 即 ち 先 端 部 ３ を 有 す る 結 腸 内 視 鏡 プ ロ ー ブ ２ と 、 先 端
部 ５ 及 び 近 位 側 の 端 部 即 ち 基 端 部 １ ９ を 有 す る チ ュ ー ブ ４ と 、 チ ュ ー ブ ４ を 操 縦 す る た め
の 手 段 と 、 結 腸 内 視 鏡 ２ 及 び ／ ま た は チ ュ ー ブ ４ の こ わ さ を 変 更 す る た め の 手 段 と を 備 え
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 チ ュ ー ブ ４ は 、 チ ュ ー ブ ４ の 中 を 延 長 し て 、 結 腸 内 視 鏡 ２ の 上 に チ ュ ー ブ を 通 す こ と を
容 易 に す る プ ロ ー ブ 管 腔 ６ を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 実 施 例 で は 、 チ ュ ー ブ ４ が チ ュ ー ブ ４ を 操 縦 す る た め の 手 段 を 有 す る 。 図 ９ 及 び 図 １
０ に 示 す よ う に 、 前 記 操 縦 手 段 は １ 本 ま た は 複 数 の ワ イ ヤ ２ ０ に よ っ て 提 供 す る こ と が で
き 、 該 ワ イ ヤ は チ ュ ー ブ ４ に 沿 っ て 、 ワ イ ヤ ２ ０ が 取 り 付 け ら れ た チ ュ ー ブ 先 端 部 ５ ま で
延 長 し て い る 。 チ ュ ー ブ ４ の 基 端 部 か ら １ 本 ま た は 複 数 の ワ イ ヤ ２ ０ の ハ ン ド ル ２ １ を 引
っ 張 る こ と に よ っ て 、 オ ペ レ ー タ が チ ュ ー ブ 先 端 部 ５ を 望 む と お り に 操 縦 す る こ と が で き
る 。 ワ イ ヤ ２ ０ は 、 説 明 の た め に 前 記 チ ュ ー ブ の 外 側 に 露 出 す る よ う に 図 示 さ れ て い る 。
こ れ ら は 、 シ ー ス 即 ち 被 覆 管 の 中 に 設 け る こ と が で き 、 か つ ／ ま た は チ ュ ー ブ ４ の 内 側 ま
た は 外 側 も し く は 壁 内 に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ９ 及 び 図 １ ０ の チ ュ ー ブ ４ で は 、 は と め ２ ２ の 中 を 延 長 す る １ 本 の ワ イ ヤ ２ ０ が 設 け
ら れ て い る 。 こ の 簡 単 な 形 態 に よ っ て 、 前 記 は と め の 平 面 で あ る 一 方 向 に 操 縦 す る こ と が
容 易 で あ る 。 直 線 上 の 別 の 一 連 の は と め 及 び 関 連 す る 操 縦 ワ イ ヤ を 追 加 す る こ と に よ っ て
、 更 に 別 の 平 面 に お け る 操 縦 柔 軟 性 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 結 腸 内 視 鏡 プ ロ ー ブ ２ は 、 エ ネ ル ギ 作 動 型 の ポ リ マ 材 料 で 形 成 す る こ と が で き 、 そ れ に
よ っ て エ ネ ル ギ 、 本 実 施 例 で は 結 腸 内 視 鏡 ２ の 両 端 に 特 定 の 電 位 差 を 印 加 す る こ と に よ っ
て 、 少 な く と も 結 腸 内 視 鏡 ２ の 一 部 分 の こ わ さ を 増 減 す る こ と が で き る 。 チ ュ ー ブ ４ の こ
わ さ は 、 本 実 施 例 に お い て 一 定 で あ る が 、 チ ュ ー ブ ４ は 柔 軟 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 １ モ ー ド で は 、 結 腸 内 視 鏡 ２ が チ ュ ー ブ ４ に 関 し て 堅 く 、 チ ュ ー ブ ４ が 結 腸 内 視 鏡 ２
の 上 を 進 む こ と を 容 易 に し （ 図 ２ ） 、 か つ 第 ２ モ ー ド で は 、 結 腸 内 視 鏡 ２ が チ ュ ー ブ ４ に
関 し て 堅 く 、 結 腸 内 視 鏡 が プ ロ ー ブ 管 腔 ６ か ら 進 む こ と を 容 易 に す る （ 図 ４ ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 結 腸 内 視 鏡 ２ は 、 結 腸 内 視 鏡 先 端 部 ３ の 遠 位 側 で 結 腸 ７ の よ う な 管 腔 を 見 る た め の 手 段
を 有 す る 。 こ の 観 視 手 段 は 、 結 腸 内 視 鏡 ２ の 中 を 延 長 す る 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル に よ っ て 提
供 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 使 用 時 、 結 腸 内 視 鏡 ２ を 結 腸 ７ の 中 に 挿 入 し 、 結 腸 内 視 鏡 先 端 部 ３ が 結 腸 ７ 内 の 屈 曲 部
８ （ 図 １ ） 、 結 腸 壁 の 大 き な ポ リ ー プ 、 ま た は 結 腸 内 視 鏡 ２ の 更 な る 進 行 に 対 す る な ん ら
か の 障 害 に 遭 遇 す る ま で 、 結 腸 ７ の 中 を 進 ま せ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 結 腸 内 視 鏡 ２ の こ わ さ を 、 前 記 ア セ ン ブ リ が 前 記 第 １ モ ー ド に あ っ て 結 腸 内 視 鏡
２ が チ ュ ー ブ ４ に 関 し て 堅 い よ う に 、 結 腸 内 視 鏡 ２ の 両 側 に 電 位 差 を 印 加 す る こ と に よ っ
て 現 場 で 変 更 す る 。 チ ュ ー ブ ４ を 結 腸 内 視 鏡 ２ の 上 に 、 チ ュ ー ブ 先 端 部 ５ が 実 質 的 に 結 腸
内 視 鏡 先 端 部 ３ に 整 合 す る ま で （ 図 ２ ） ま で 進 ま せ る 。 チ ュ ー ブ ４ を 結 腸 内 視 鏡 ２ の 上 に
進 ま せ る 際 に は 、 結 腸 内 視 鏡 ２ が チ ュ ー ブ ４ に 関 し て 堅 い の で 、 結 腸 内 視 鏡 ２ は チ ュ ー ブ
４ の 進 行 を 案 内 す る 堅 い ガ イ ド と し て 機 能 す る 。 こ の よ う に し て 、 チ ュ ー ブ ４ と 結 腸 ７ と
の 衝 突 が 最 小 に な り 、 結 腸 ７ の 屈 曲 部 ８ が 伸 展 し て ル ー プ を 形 成 す る こ と が 回 避 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ９ 】
　 結 腸 内 視 鏡 ２ の 両 側 に 電 位 差 を 印 加 す る こ と に よ っ て 、 結 腸 内 視 鏡 ２ の こ わ さ を 再 び 現
場 で 、 今 回 は 結 腸 内 視 鏡 ２ が チ ュ ー ブ ４ に 関 し て 柔 軟 で あ る よ う に 第 ２ モ ー ド に 変 更 し 、
か つ チ ュ ー ブ ４ を 操 作 し て チ ュ ー ブ 先 端 部 ５ を 結 腸 ７ の 屈 曲 部 ８ 付 近 で 操 縦 す る （ 図 ３ ）
。 柔 軟 な 結 腸 内 視 鏡 ２ を プ ロ ー ブ 管 腔 ６ か ら 進 ま せ る こ と に よ っ て 、 結 腸 内 視 鏡 ２ は 屈 曲
部 付 近 を 通 過 し か つ 更 に 結 腸 ７ の 中 を 進 行 す る （ 図 ４ ） 。 結 腸 内 視 鏡 ２ を チ ュ ー ブ ４ か ら
進 ま せ る 際 に 結 腸 内 視 鏡 ２ が チ ュ ー ブ ４ に 関 し て 柔 軟 で あ る の で 、 チ ュ ー ブ ４ は 結 腸 内 視
鏡 の 進 行 を 案 内 す る 堅 い ガ イ ド と し て 機 能 す る 。 こ の よ う に し て 、 結 腸 内 視 鏡 ２ と 結 腸 ７
と の 衝 突 が 最 小 に な り 、 か つ 結 腸 の 屈 曲 部 が 伸 展 し て ル ー プ を 形 成 す る こ と が 回 避 さ れ る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 結 腸 内 視 鏡 ２ は 、 結 腸 内 視 鏡 先 端 部 ３ が 結 腸 ７ 内 の 第 ２ の 屈 曲 部 ９ に 遭 遇 す る ま で 進 ま
せ る 。 第 ２ 屈 曲 部 ９ 付 近 で 結 腸 内 視 鏡 ２ を 通 す た め に 、 図 １ 乃 至 図 ４ に 関 連 し て 上 述 し た
方 法 を 繰 り 返 し 行 う 。 特 に 、 結 腸 内 視 鏡 ２ を 堅 く し て 、 チ ュ ー ブ ４ を 堅 い 結 腸 内 視 鏡 ２ の
上 で 進 行 さ せ る （ 図 ５ ） 。 次 に 、 結 腸 内 視 鏡 ２ を 柔 軟 に し 、 チ ュ ー ブ 先 端 部 ５ を 第 ２ 屈 曲
部 付 近 で 操 縦 し （ 図 ６ ） 、 柔 軟 な 結 腸 内 視 鏡 ２ を プ ロ ー ブ 管 腔 ６ か ら 進 ま せ る （ 図 ７ ） 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ８ （ ａ ） 乃 至 図 ８ （ ｅ ） に は 、 結 腸 内 視 鏡 を 結 腸 の 中 に 進 ま せ る た め の 別 の ア セ ン ブ
リ が 示 さ れ て お り 、 図 １ 乃 至 図 ７ の そ れ ら と 類 似 の 要 素 に は 、 同 じ 参 照 符 号 が 付 さ れ て い
る 。 こ の 実 施 例 で は 、 湾 曲 部 分 ３ ０ が 一 方 向 に 湾 曲 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 一 般 に 操
縦 機 構 を 作 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 オ ー バ チ ュ ー ブ 先 端 部 ３ ０ を 結 腸 壁 に 深 く 留 め さ せ る
。 次 に 、 オ ー バ チ ュ ー ブ ３ ０ の 本 体 を 、 屈 曲 部 が 結 腸 の 管 腔 に 正 し く 整 合 す る ま で 回 転 さ
せ る 。 次 に 、 前 記 プ ロ ー ブ を 進 行 さ せ て 、 次 の 屈 曲 部 に 遭 遇 す る ま で 前 記 方 法 を 繰 り 返 す
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の 結 腸 の 屈 曲 部 及 び ／ ま た は 他 の 障 害 を 超 え て 結 腸 内 視 鏡 を 進 ま せ る 方 法 は 、 必 要 な
回 数 だ け 繰 り 返 し 行 っ て 、 結 腸 内 視 鏡 を 結 腸 の 中 に 漸 進 的 に 進 ま せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 更 に 、 結 腸 内 視 鏡 プ ロ ー ブ は 、 前 記 チ ュ ー ブ 上 の 操 縦 手 段 に 加 え て ま た は そ れ に 代 え て
操 縦 手 段 を 備 え る こ と が で き る 。 そ の よ う な 場 合 、 前 記 プ ロ ー ブ は 、 プ ロ ー ブ 先 端 部 を チ
ュ ー ブ と 係 合 さ せ 、 か つ そ れ に よ り 管 腔 内 の 屈 曲 部 付 近 で 前 記 チ ュ ー ブ を 操 縦 す る よ う に
操 作 す る こ と が で き 、 そ の 後 に 前 記 プ ロ ー ブ が チ ュ ー ブ に 関 し て 柔 軟 で あ る よ う に こ わ さ
を 変 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 前 記 操 縦 手 段 は あ ら ゆ る 適 当 な 形 態 で 設 け る こ と が で き る 。 エ ネ ル ギ 作 動 型 ポ リ マ を 用
い て 、 結 腸 内 視 鏡 及 び ／ ま た は チ ュ ー ブ を 操 縦 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 前 記 チ ュ ー ブ の こ わ さ は 、 第 １ モ ー ド に お い て 結 腸 内 視 鏡 が チ ュ ー ブ に 関 し て 堅 く 、 か
つ 第 ２ モ ー ド に お い て 結 腸 内 視 鏡 が チ ュ ー ブ に 関 し て 柔 軟 で あ る と い う 条 件 で 、 結 腸 内 視
鏡 の こ わ さ を 現 場 で 変 更 す る こ と に 加 え て ま た は そ れ に 代 え て 、 現 場 で 変 更 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 結 腸 内 視 鏡 プ ロ ー ブ 及 び ／ ま た は チ ュ ー ブ の こ わ さ を 変 更 す る た め の あ ら ゆ る 適 当 な 手
段 を 用 い る こ と が で き る 。 例 え ば 、 一 連 の ワ イ ヤ を 、 該 ワ イ ヤ が 取 り 付 け ら れ る 先 端 部 ま
で 結 腸 内 視 鏡 に 沿 っ て 延 長 す る よ う に 設 け る こ と が で き る 。 １ 本 ま た は 複 数 の 前 記 ワ イ ヤ
を 操 作 す る こ と に よ っ て 、 結 腸 内 視 鏡 プ ロ ー ブ の こ わ さ を 変 更 す る こ と が で き る 。 類 似 の
構 成 を 、 チ ュ ー ブ の こ わ さ を 変 更 す る た め に 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 前 記 ア セ ン ブ リ 及 び そ の 使 用 方 法 に つ い て 、 結 腸 の 中 に 結 腸 内 視 鏡 を 進 行 さ せ る こ と に
関 し て 詳 細 に 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 脈 管 構 造 、 曲 が り く ね っ た 管 路 網 、 ま た は 小 規 模 の
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ケ ー ブ ル ダ ク ト の よ う な あ ら ゆ る 管 腔 の 中 に プ ロ ー ブ を 進 ま せ る た め に 用 い る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 発 明 は 添 付 図 面 に 関 連 し て 上 述 し た 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で な く そ の 構 造 及 び 詳 細
に お い て 様 々 に 変 更 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 図 １ 】 結 腸 内 視 鏡 を 結 腸 の 中 に 進 ま せ る 状 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 チ ュ ー ブ を 結 腸 内 視 鏡 の 上 に 進 ま せ る 状 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 チ ュ ー ブ を 管 腔 の 屈 曲 部 付 近 で 操 縦 す る 状 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 結 腸 内 視 鏡 を チ ュ ー ブ か ら 進 ま せ る 状 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 チ ュ ー ブ を 結 腸 内 視 鏡 の 上 に 進 ま せ る 状 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 チ ュ ー ブ を 結 腸 の 屈 曲 部 付 近 で 操 縦 す る 状 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 結 腸 内 視 鏡 を チ ュ ー ブ か ら 進 ま せ る 状 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 ａ 図 乃 至 ｅ 図 は 、 そ れ ぞ れ 結 腸 内 視 鏡 を 結 腸 の 中 に 進 ま せ る 状 態 を 示 す 概 略 図 で
あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に 使 用 す る 操 縦 可 能 な チ ュ ー ブ を そ の １ つ の 使 用 形 態 で 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 １ ０ 】 図 ９ の チ ュ ー ブ の 別 の 使 用 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ （ ａ ） 】

【 図 ８ （ ｂ ） 】
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【 図 ８ （ ｃ ） 】

【 図 ８ （ ｄ ） 】

【 図 ８ （ ｅ ） 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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